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水質浄化について 
総合科学系 １４期 ８班  

動機 

昔と今を比べると川・池・海などは工場排水、生活排水、農薬などによって汚

染されている。これらを浄化することが環境保全や生物の多様性を維持するの

につながると考え、難しくない方法で水質を浄化する方法があればと思ったの

が研究の動機である。 

目的 

化学物質をできるだけ使わず、身近な炭や入手しやすいアクアリウムで 

使用される菌で水を浄化する能力を調べた。 

材料 

備長炭 200ｃｍ³×2・竹炭 200ｃｍ³×2・亜硝酸菌（水質浄化菌）  

・スクリュー管・2Lペットボトル・蒸留水・COD 試薬（共立理化学研究所） 

・ピペット・可視分光光度計・オートクレーブ・市販うどんスープの素 

・スクリュー管・ガラス瓶・ビーカー・電子レンジ・三角フラスコ 

 

実験方法 

① 備長炭と竹炭の体積が 200cm³になるように測り、オートクレーブで

滅菌する。 

② うどんスープの素を蒸留水で 800 倍希釈し、うどん水を作り、それ

に含まれている不純物をろ過して取りのぞいた。 

③ 作成したうどん水を三角フラスコに入れ、オートクレーブで滅菌す

る。 

④ 滅菌したうどん水を 1Lずつ 2L ペットボトルに入れる。 

⑤ １Ｌのうどん水の入った 6 本のペットボトルの内 5 本に      

竹炭 200cm³、備長炭 200cm³、亜硝酸菌 0.1ｍｌ、竹炭 200cm³と    

亜硝酸菌 0.1ｍｌ、備長炭 200cm³と亜硝酸菌 0.1ｍｌをそれぞれ加え

る。 

⑥ それらのペットボトルを日光の当たるところに置く。 

⑦ 定期的に試料をスクリュー管に採取し、冷蔵庫で保存する。 

⑧ COD 値を可視分光光度計で測定し、結果を表にまとめる。 

 

 
７月１日 ７月３日 ７月５日 ７月８日 ７月１０日 

無 ７．３７７ ６．７５１ ５．８０７ ８．２２１ ７．０５４ 

備長炭 ３．１０７ 
測定範囲

以下 

測定範囲

以下 
２．９２０ 

測定範囲 

以下 

竹炭 ８．７５４ ８．１１８ ８．０９０ ６．７３５ ５．８４７ 

菌 ８．４３６ ７．２２８ ７．４４３ ５．１９８ ５．５７６ 

備＋菌 ２．７５０ １．９８２ ２．１６３ 
測定範囲

以下 

測定範囲 

以下 

竹＋菌 ８．８０５ ７．８４２ ８．０７６ ６．４９１ ６．４３３ 

 

備長炭の浄化は特に優れていて、菌を加えることで飛躍的に上がるかと予想したがそ

うでもなかった。 

 竹炭については自家製なので枯葉やその他の有機物などが入っていたのか、始め COD

値が上昇していたが、日が経つことに下がったので、高くはないが浄化能力があること

が確認できた。 

亜硝酸菌については竹炭よりも高い浄化能力があるのではないかと考えていたが、実

際は、竹炭よりわずかながら浄化能力が低いということが確認できた。また、竹＋菌 

の組み合わせは、竹単体や、菌単体よりも高い浄化能力を持つと考えていたが、実際に

は竹や菌よりも浄化能力が低いという結果となった。 

考察 

今回の実験で備長炭と竹炭の実際の浄化能力の差が、備長炭のほうが効果的だと明らか

になった。 

これを調べた結果、炭の構造に関係があることがわかり、顕微鏡で観察したところ左図

の写真のように構造に違いがみられた。 

備長炭は多数の気孔のようなものがある、これは円形を成している。これに対し、竹炭

の方では細長い繊維のようなものが存在していることが確認された。この両者の違いから

有機物の吸着量の差が生まれ、結果的に備長炭の COD 値が竹炭よりも下がったことにも

影響したものと思われる。 

 

可視分光光度計 

COD試薬 R-1 

COD試薬R-2 

備長炭と竹炭の電顕写真 
参考文献 http://www.geocities.co.jp/Outdoors-River/9596/sumi/takezumi1.htm 


